
            

開
館
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が 

 

変
更
に
な
り
ま
し
た 

 

十
一
月
一
日
（
火
）
よ
り
、

夕
鶴
の
里
の
開
館
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
入
館
制
限
人

数
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た
。 

 

但
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
予
防
の
為
、
ご
来
館
の

際
は
引
き
続
き
、
マ
ス
ク
の
着

用
、
消
毒
、
検
温
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
来
館
者
カ
ー
ド
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
の
ご
記

入
を
し
て
提
出
頂
き
ま
す
が
、

貸
館
等
で
団
体
利
用
の
場
合
は
、

申
請
団
体
で
参
加
者
の
把
握
を

行
っ
て
頂
き
ま
す
。 

  

        

    

  

   
こ
の
度
、
置
賜
社
会
教
育
振

興
会
様
よ
り
、
民
話
会
ゆ
う
づ

る
が
、
社
会
教
育
の
振
興
に
多

大
な
る
貢
献
を
さ
れ
、
そ
の
功

績
が
讃
え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

 

表
彰
式
が
十
月
二
十
一
日
、 

長
井
市
民
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、 

民
話
会
ゆ
う
づ
る
の
白
岩
け
い

子
会
長
が
出
席
し
、
表
彰
状
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

平
成
三
年
に
、
民
話
会
ゆ
う

づ
る
が
発
足
さ
れ
て
か
ら
三
十

余
年
。
先
輩
方
の
ご
尽
力
が
あ

っ
て
の
表
彰
で
す
。 

 

先
輩
方
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

十
一
月
三
日(

木)  

、
民
話
会

ゆ
う
づ
る
の
定
例
会
が
行
わ
れ
、

白
岩
け
い
子
会
長
よ
り
、
受
賞

の
報
告
が
さ
れ
、
会
員
で
喜
び

合
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も 

「
後
世
に
伝
え
よ
う
民
話
の
こ

こ
ろ
」
を
合
言
葉
に
活
動
し
て

い
こ
う
と
誓
い
ま
し
た
。 

   

南
陽
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

様
と
漆
山
小
学
校
の
皆
さ
ん
に

よ
っ
て
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
「
お

り
は
た
駅
」
が
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
！ 

 

十
一
月
三
日
「
お
り
は
た
駅
」

の
待
合
室
に
漆
山
小
児
童
に
よ

る
「
鶴
の
恩
返
し
」
の
六
場
面

の
絵
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。
外
壁

に
は
鶴
や
金
蔵
な
ど
の
影
絵
が

貼
ら
れ
ま
し
た
。
「
お
り
は
た

駅
」
は
夕
鶴
の
里
や
珍
蔵
寺
の

最
寄
駅
で
も
あ
り
、
多
く
の
お

客
様
に
ご
覧
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

    
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

    
 

 
 

 

 
 

 

   

 
 

 

 
 お

り
は
た
駅
が 

生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
！ 



山
形
大
学 

フ
ィ
ー
ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

「
民
話
語
り
部 

体
験
講
座
」 

 

今
年
も
、
山
形
大
学
フ
ィ
ー

ル
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
民
話
語

り
部
体
験
講
座
」
が
十
月
二
十

二(

土)

か
ら
十
一
月
二
十
六
日

(

土)

ま
で
の
四
日
間
の
日
程
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

 

山
形
大
学
の
男
子
学
生
八
名
、

女
子
学
生
六
名
、
計
十
四
名
が

受
講
し
ま
し
た
。 

 

第
一
日
目
の
十
月
二
十
二
日

は
開
講
式
が
行
わ
れ
、
講
師
の

紹
介
、
学
生
の
自
己
紹
介
や
、 

講
師
の
先
生
五
名
の
民
話
を
聴

き
ま
し
た
。
そ
の
後
夕
鶴
の
里

の
見
学
を
し
て
、
午
後
か
ら
は
、 

各
班
に
分
か
れ
て
、
実
際
に
民

話
語
り
部
体
験
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

   
         

二

日

目

の

十

月

二

十

九

日

(

土)

は
、
午
前
中
語
り
部
体
験

を
受
講
し
、
午
後
か
ら
は
、
南

陽
市
の
民
話
ゆ
か
り
の
地
を
巡

り
ま
し
た
。 

「
鶴
の
恩
返
し
」
と
深
く
関

わ
り
の
あ
る
珍
蔵
寺
を
始
め
、 

熊
野
大
社
、
妹
背
の
松
、
蛙
石
、

十
分
一
山
、
白
竜
湖
、
結
城
豊

太
郎
記
念
館
、
稲
荷
森
古
墳
と 

盛
り
だ
く
さ
ん
の
ゆ
か
り
の
地

巡
り
で
し
た
。 

 

中
で
も
、
十
分
一
山
の
景
色

は
最
高
で
、
眼
下
に
白
竜
湖
も

し
っ
か
り
見
え
て
い
ま
し
た
。 

                          

       
 

今
年
は
、
十
月
か
ら
十
一
月

に
入
り
、
夕
鶴
の
里
に
も
多
く

の
お
客
様
が
来
館
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

来
館
者
数
は
、
四
月
か
ら
十

月
ま
で
は
、
昨
年
の
二
倍
近
く
、 

民
話
の
口
演
回
数
に
於
き
ま
し

て
は
、
二
倍
以
上
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

行
楽
の
秋
で
人
の
動
き
が
活

発
に
な
っ
て
来
て
お
り
ま
す
。 

 

学
校
関
係
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、 

遠
方
か
ら
も
多
く
の
お
客
様
が

来
館
さ
れ
ま
し
た
。 

 

夕
鶴
の
里
で
は
、
感
染
予
防

対
策
を
万
全
に
し
て
、
お
客
様

に
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
よ
う
、

職
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 

             

                                     

珍蔵寺にて  

「梵鐘を見学」  

十分一山にて  

「白竜湖がしっかり見えました！」 

10 月 20 日（木）来館  

あおぞら幼稚園様  

「かいこって、こんなの？？」  

10 月８日（土）来館  

きらきら・EKUBO キッズ様  

「機織り体験」  

11 月 9 日（水）来館  

 河北町着付教室様  

「艶やか～！着物姿！！」  

 

10 月 26 日（水）来館  

 沖郷小学校 3 年生様  

「この鶴、本物かな～？？」 

「開講式」  

 語り部ホールにて          


